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クメール語の受動表現について

上田広美

1.はじめに

クメール語 lの受動表現に関する先行研究としては，福田 (1976）のほか，タイ語，

ラオ語，ベトナム語等インドシナ諸言語の受動動調を対照した Nomura0992），及び

学習書や文法概説中の若干の記述があるのみである．福田(1976），坂本(1988),Nomura 

(1992）は／tr;:iv/2を用いた受動表現（例 1a）を取り上げている．（例 1a）では，受動

動調／trnv／に，動作主／b;:it／く彼＞と動作／ve;:ij／く叩く＞が／b;:itve;:ij／く彼が叩く＞

という文の形で後続している．

( 1 a) kJ1om trnv b;:it vねj

手ム 彼 叩く

く私は彼に叩かれた＞ (Nomura) 3 

一方， Jacob(1968）は，クメール語は受動表現を用いないとしている．また， Khin

(1999）も，本来クメール語は受動表現を用いず，／tr;:iv／を用いた受動表現は， 1960

年代に一部の作家が英語やフランス語からの影響を受けて，外国語の受動表現の翻訳

として用いるようになった誤用である，としている．

本稿の目的は，受動動調とされているIt四v／の用法について先行研究を概観し，資

料中の用例から受動表現の語順と意味的制約について考察することでクメール語の受

動表現をめぐる問題点を整理することである．

資料としては，下記に示す現代文学作品 4を用いた．先行研究中で指摘されている

ように受動表現の使用実態が変化してきでいるのかどうか調査するため， 1960年代の

作品と近年の作品の中から，固定国語教科書に採用された作品，文学賞受賞作，発行

l基本語順は，主語＋述訪＋補語，被修飾語＋修飾語，付属語＋自立語であり，語形

変化はない．

2以下，本稿の表記は音韻表記で，坂本（1988）に従う．
3例文中の／tr;:iv／に下線を伏す．先行研究中の例文も，本稿に掲載するにあたり表記

と番号を統一し，逐語訳と全文訳の和訳を付加した．

4資料の一部 CRPH,KPM. PNP, KT!！）は，平成 19-20年度科学研究費補助金（基盤C)
「現代カンボジア文学の翻訳と研究」（代表：岡田知子）により入手したものである．

頻度調査に関しては東京外国語大学所蔵の附IC索引を利用した．
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部数の多い作家の作品を中心に， 7名の著者による 8点を選定した.5出典となったテ

キストは，以下の略号で各例文末尾に記す．テキストの出典が記されていないものは，

インフォーマント（ウンサー・マ口ム氏）から直接得た例である．

PSP: Nu. Hae 1960 Pbkaa srabon. 

乱P:Nhok.Thaem 1960 Kofap paijjn. 

SPT:Rim. Kin 1965 Sopha!. 

JSR:Lek. Rary 1967 fati satri. 

RPH:Pal. Vannarirak 1988 Ronoc pbot baei. 

日】，f:Mav.Samnang 2000 Kamrang pka ml ib. 

PNP:Sym, Chanya 2003 PA'’ay nav taθpfoe. 

KTH:Pal. Vannarirak 2007 Ksae tuk bo. 

2. /tr;)v／の用法

クメール語の／tf;)VIは，何かにぶつかったり，当たることを意味する動詞である．

Nomura (1992）は，この／tf;)V／は，物理的接触が基本的な意味であると述べ，インド

シナ諸言語の受動表現と対照して．クメール語の／tf;)VIのみが物理的接触（例2），適合

性（例3），受動性（例 1a），義務（例4），確実性（例5）のすべての意味を持つとし

ている．以下に， Nomura(1992）の例を挙げる．

(2) tm:Xl tlf'.;)k t[;)V kbaal kj10ill 

石 落ちる 頭 不ム

く石が落ちて私の頭に当たった＞ (Nomura) 

(3) kj10ill tr;)y cnaot 

私 くじ

く私はくじに当たった＞ (Nomura) 

(la再掲） kjlom tr坦 bdt Ve;)j 

私 彼 叩く

く私は彼に叩かれた＞ (Nomura) 

(4) lqlom tf;)V t;;iv psaa tIJaj nih 

手ム 行く 市場 日 これ

く私は今日，市場に行かなくてはならない＞ (Nomura) 

5内戦の影響で 19701980年代に出版された文学作品は点数が少ない．
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クメール語の受動表現について

、，ノEd
 

，，．‘、 ba;} lむok J1am tnam nih trnv cと3 ha;}j 

もし あなたのむ 薬

くこの薬をのめばきっと治る＞

これ 治る た

(Nomura) 

3.受動表現の構文

前述の通り，先行研究は，クメール語の受動表現の存在を認めるか否かで2つのグ

ループに分類される．後者のグループとしては， Jacob0968:149-150）が，クメール

語には受動態をつくる動詞形態や小辞が存在しないため，英語の受動文は能動文に変

えてから翻訳すべきだ，としている．また， Khin(1999:323）は，／tf;}VIを用いた受

動表現は，英語やフランス語からの翻訳として用いられるようになった誤用である，

としている．

一方で，福田 (1976）は，クメール語にはたしかに語形変化は存在しないものの，

Jacob 0968）の指摘はクメール語の実態にそぐわないと考え，「受動的意味を表わす

とされる述部にはいずれも／tf;}VIがその先頭に立っていることがわかる．そしてのそ

の述部の構造は次の4つのタイプから成り立っている」として，次に示すA型， B型，

C型， D型を挙げている．

A. trnv+ N 

B. trnv+V 

C . trnv + kee 6 + V 

D. trnv+ N + V 

この4つのタイプのうち， A型には2章で挙げたNomura0992）の（例3）くくじ

に当たった＞が該当する.B型， C型， D型は，「3種類の型に分けたのは，いわば便

宜上のことにすぎない」とされ，し3ずれも／trav/1こ動作主と動作が文の形で

いるが，その動作主がB型では省略され， C型では3人称代名調／kee／によって， D

型では名詞によって表わされている．福田 (1976）は，この4つのタイプの用例を検

討し，そのうち，「／trnv/+ Nなる辞列と受動的意味との聞にいつも平行性が存在する

わけではない．更に，受動的意味を有すると考えられる場合であっても，動作主が指

示されることは決してない」 A型をのぞき， B型， C型， D型について，「一定の辞列

が一定の内容と平行性をもって結ぼれていることから，それらの文を受動構文（受動

文）と呼ぶことができるであろうJとしている．

6 3人称代名調．動作主について述べた4章で後述する．
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また，坂本 (1988:1488）は，受動態の例として， Nomura(1992）と同じくAはBに

たたかれた＞という例を挙げ，「／trnv／の後ろの部分，すなわちB vとajは，『Bがたた

く』という文になっており，日本語の『Bにたたかれる』の『に』が補文の主語を表

わしていることに対応していることは興味深い．」と述べている．

本稿で扱った資料中の用例も，また聞き取り調査によっても，／travIを用いた受動

表現は， 4章で後述する意味上の制約はあるものの使用されており，福田 (1976),

Nomura (1992），坂本 (1988）の記述の通り，クメール語では［／trav/+N （動作主）

+v ＜動作）］という受動表現が存在すると言える．

4.動作主

本章では，受動表現中の動作主の表わされ方について， 3人称代名詞の／kee／と，

前置調／daoj／の用法を考察する．

4.1. 3人称代名調！keel

前章で述べたように，／trav／を用いた受動表現で，動作主を表す名詞，代名詞は／travI 

に後続するが，福田 (1976）の4つのタイプでいえばB型のように動作主が現れない

こともあり， C型のように「動調のまえに／除elという不特定・不定数の3人称代名

詞が現れ」ることもある．

クメール語の3人称代名詞としては，主に／bat//kee//vea／の3種が用いられ，年

齢や世代の差によって使い分けられる. 3種のうち／keelは，特定の単数（例 6）複数

（例7）を表わすことも，不特定の人（々）を表わすことも（例8）ある．

(6) kとe hav jgalJ haaj ロme

人 呼ぶ 我々 た 母

く（お客さんが）呼んでるわ，お母さん＞ (RPH) 

(7) kee t£aIJ pii ci::h tae r£i::k IlOID b:Jj1COk l:'lk 

人 全て 2 してばかり 担ぐ 麺 売る

く彼女たち 2人は麺を売り歩いていた＞ （削）

(8) v匂caa bmbh priap dooc kee cbh salJ lぬ pl泊。
ことば青年 比べる同じ 人散らす油

く青年のことばは火に油を注ぐようなものだった＞

上火

（削）

/trav／を用いた受動表現においても，動作主を特定する必要のない場合には，この

ような／k記／が用いられることがある．以下に例を示す．
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クメール語の受動表現について

(9) kJlom murt phE:;:ik 

私 友人

look kruu nE:;:ik kruu 

CeJl 

tE:;:ilJ 'bh 

すべて

tii krolJ 

先生

tr;:iv kとe c?mli;:ih ・11
 
0A 

人 避難する 出る から 都市

く私も友人も先生たちもみな都市から追い出され（離ればなれに

なっ）た＞ (PNP) 

しかし，（例9）のような受動表現を使わなくても，（例8）のような／kee／を主語と

する能動文によって受け身的なことがらを表わすことが可能であり，かつ， 6章で後

述するように多用されている．

4.2.前置調／daoj/

[/trav/+ N （動作主）十v（動作）］という語順以外にも，福田 (1976）は，前置

詞／daoj／によって文末で動作主を示す構文［／trnv/+ V （動作） +/da吋！＋N （動作

主）］を挙げている．これについては，「最近では動詞の動作主をその直前に置かない

で，／daoj/（または／daojsaa／）『～によって』＋動作主を動詞のうしろに配する，よ

りフランス語的な構文法も使用されるようになってきて」いるとしている．しかし，

本稿の調査では，福田 (1976）の挙げた（例 lOb）も，同じく／daoj／を用いた（例 lb)

も不可能であった．

ClOa) vea trav kl a a Sli 

彼 トラ 食う

く彼はトラに食われた＞

(10b）キ7 v白 tτav Sll da吋

ゃっ 食う によって

Cla再掲）kJlOill trav bat veaj 

私 彼 叩く

く私は彼に叩かれた＞

klaa 

トラ （福田）

(Nomura) 

Cl b）本 kJlom tr~_y v白j daoj bat 

私 叩くによって 彼

しかし，前置調／daoj／を用いて動作主を表わすことがつねに不可能なわけで＝はない．

くフランス語が話されている＞という（例 l1)では，（例 lla) [/trav/ + N （動作主）

7不自然であるとインフォーマントが判断した例の番号に＊を付す．
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+V  （動作）］の語順も不自然とされ，（例 llb）のように， 3人称代名調／除elを主語

とする能動文が用いられる．しかし，くごく一部の人に（話されている）＞という特

定の文脈を与えることによって，（例 10）で不自然とされていた前置詞／daoj/を用い

た（例 lle）が許される．

Cl la）ヰ n~v pr::i::iteh kaanaadaa phと;:isaabaaraIJ tr;:iv kとe niijと;:ij

で 国 カナダ 言語 フランス 人 話す

(11 b) n~v pr::i::itとh kaanaadaa kとe niije;:ij ph島;:isaabaaraIJ 

で 国 カナダ 人 話す 号E圭コ三ロ五口 フランス

くカナダではフランス語を話している＞

Cl le) n;:iv pr::i::itとh kaanaadaa phe;:isaa baaraIJ tr;:iv niije;:ij 

で 国 カナダ 言語 フランス 話す

dao j pr::i::ic匂c~n muoj phe;:ik 

によって人 1 部分

くカナダでは，ごく一部の人がフランス語を話している＞

以上のことから，受動表現の動作主は，［／tr;:iv/+N （動作主） +v  c動作）］とい

う語順で表わされるが，動作主を特定する必要がない場合には3人称代名調の／keel

を主語とする能動文の方が好まれるようである．逆に，動作主を特定しかっ明示した

い場合には，前置詞／daoj／によって文末で動作主を示す構文［／tr;:iv/+ V （動作）＋

/daoj/+ N （動作主）］が用いられると考えられる．

5.意味的な制約

本章では，／tr;:iv／を用いた受動表現が，どのような動詞の後続を許すかについて考

察する．

前述の坂本 (1988）では，／tr;:iv／を用いた表現について，「また，受動態は，『殴ら

れる』『殺される』『盗まれる』のような被害，損害を表わす事柄には使用できるが，

『愛される』『ほめられる』『（多くの人に）愛読される』というように，『不利益』を

表わさない場合には使用できない．このことも，日本語で，損害，被害を（特に自動

調の）受動態で表わすことがあるのと似ているJとも述べられている．

しかし，福田 (1976）は，用例を検討した結果，「／tr;:iv/+Vによって表現される内

容がNlにとっていわゆる『迷惑』とか『被害』を意味する時にのみ（能動態から受
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クメール語の受動表現について

動態への） 8変換が可能なのかというと，かなりの程度そういう傾向は見うけられると

はいうものの，つねにそうであると言い切れないJとし，「ある時期には／trnv/+Vな

る結合はその内容が主語Nlにとって主として迷惑・被害を意味する時にのみ可能で

あったと考えられる．ところが，恐らくはヨーロッパ語（とくにフランス語）の受動

構文の影響によって迷惑・被害に相当しない時にも／tr:w／と他動調との結合が徐々に

可能になりつつあるのではないかと考えられるJとしている．また，前章で挙げた構

文［／trnv/+ V （動作） +/daoj/+ N （動作主）］が使用されるようになったことに伴

い「積極的な評価を内容とする動調と結合する傾向が見られるJともしている．

本稿では，坂本 Cl988）の挙げた「愛される」「ほめられる」「愛読される」といっ

た，明らかに不利益を表わさない動詞について聞き取り調査をしたが，／tr;}VIを用い

た受動表現を用いることは可能であった．以下に例を示す．

( 12a) soophaat tr;}V maanjaan sr::i::ilaJ1 

（人名） （人名） 愛する

くソパートはマンヤーンに愛されている＞

(13) kj10ill tf;}V look kruu s::i::isa;} 

私 先生 ほめる

く私は先生にほめられた＞

(14) pr::i::ilaom look nih trnv kee niiyom ?aan cra;}n 

小説 これ 人 好む 読む たくさん

くこの小説はたいそう愛読されている＞

05a) look kruu nuh tf;}V koon S;}h koorむp nah 

先生 それ 生徒 尊敬する とても

くその先生は生徒にとても尊敬されている＞

しかし，一般には，（例 12a)（例 13)（例 14)（例 15a）のような／tf;}VIを用いた受

動表現よりも（例 12b)（例 15b）のような能動文が好まれるようである．また語順は

同じであるが／trnv／を用いず（例 15c）のように主題化する表現も用いられる．

(12b) maa吋aan sr::i::ilaJ1 soophaat 

（人名） 愛する （人名）

くマンヤーンはソパートを愛している＞

8この（ ）内のみ先行研究中の文脈から筆者が加筆した．
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先生

nuh 

それ

nah (!5b) koon s:;ih 

生徒

koorむp

尊敬する

look kruu 

とても

く生徒はその先生をとても尊敬している＞

( l 5c) look kruu 

先生 それ 生徒

koorop 

尊敬する

nah 1
 
1
 
u
 
n
 

koon s:;ih 

とても

くその先生は生徒がとても尊敬している＞

もう一点，福田 (1976）が指摘した近年の変化，すなわち，「迷惑・被害に相当しな

い時にも／tr:;iv／と他動詞との結合が徐々に可能になりつつあるのではないかJという

点について，本稿では 1960年代から 2000年代までの資料を調査した．

1960年代の文学作品中の用例を検討した結果，以下の表に示すように／trnv／を用い

た受動表現そのものの頻度が低かった．

/tr:;iv／総数 うち受動表現 資料 頁数 出版年

41 。 PSP 156 1960 

75 KLP 129 1960 

34 SPT 85 1965 

103 10 JSR 197 1967 

また使用されている場合にも，／tr:;iv／に後続する動調（句）は，（例 16）に挙げた

/m~:;il IJね1j/く軽蔑する＞ほか，／ba.Jl/く撃つ＞lpbn／く盗る＞Ivと:;ij／く段る＞

/b:mdeJ1／く追い出す＞/b:mtooh／く責める＞ldi:;il/くののしる＞lsd:;ijdak／く叱る＞

/pra:;i／く使う＞leap／く捕える＞等，不利益を表わす場合であった．

( 16) m:i::muh kr:i:) tE<llJ pUOIJ cra:;in tae 笠型 kとe m泊l IJe<lj 

人 貧しいすべて多く 人見る 容易

く（多くの場合）貧乏人は軽蔑されがちだ＞ (SPT) 

1988年の小説で、も，（例 17）に挙げた／ve:;ijpbn／く強奪する＞ほか，／s:)mlap／く殺

す＞/b:)I]kh:)m／く強制する＞lcaot／く尋問する＞lj:-:i:)kt~v／く連行する〉など，不利益

を表わす動調（句）が／tr:;iv／に後続していた．

(17) b:;it 堂型 kとepruot ve:;ij pbn j:-:i:)k 

彼 人協力する叩く奪う取る

loj 

金

b:;it 

彼
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クメール語の受動表現について

c;,mnuon mphとj mg;;m 

量 20 万

く彼は 20万を強奪された＞ (RPHl 

さらに， 2000年代の小説を見ても，／s;,mlap／く殺す＞/b;,!]kh;,m／く強制する＞

/tv~g baap／くいじめる＞leap／く逮捕する＞Im山nr:'>;,vii r:'>;,v:Jl/く円をかけない＞

/?aon c;,gp／く羽交い絞めにする＞/n;,gm ceJ1／く降ろす＞/j:'>;,k cool/く連れ込む＞な

ど， /trgv／に不利益を表わす動詞（句）が後続していた．そのうち，次に示す（例 18)

は必ずしも不利益を表わすとは言いきれないが，本人の治療のためとはいえ，本人の

意思に反して「連れて行かれたjという意味では不利益を表わす場合とも考えられる．

( 18) sr;,h tr_g竺 baan 'i'utdom n;,gm t~v pjとgbaal n~v 

（人名） 得る （人名）連れる 行く 治療するで

m:'>ntii p££t 

病院

くス口は（薬物）治療のためにウドムに病院に連れて行かれた＞（KP附

以上のように，聞き取り調査では可能であった，不利益を表わさないことが明らか

な動詞（句） /sr;,;,laJ1／く愛される＞ls;,;,sag／くほめられる＞/niiyom 'i'aan／く愛読され

る＞lkoorop／く尊敬する＞などを受動表現にした川例は，今回調査した資料中には現

れなかった．これらの動詞の受動表現での使用実態は，文学作品以外の文体の異なる

資料でも調査する必要がある．

また，福田 (1976）は「文体的ならびに個人的なユレの存在をも考慮しつつ，受動

文を形成しうる動詞の範囲を確定することが今後に遣された課題であろう」としてい

るが，上述の／？aonc;,gp／く抱きしめる＞/n;,gm ceJ1／く降ろす＞/j:'>;,k cool/く連れ込

む＞なと、の動詞（句）は，場面によっては不利益を表わさないため，／trgv／に後続で

きる動調を分類するだけでなく，同じ動詞でも場面によって受動表現が可能かどうか

を調査する必要がある．

6.受動表現の使用

本章では，日本語で受動表現を用いる文について， /trgv／を用いた受動表現が使用

され得るかどうかを調べた．前章までで既に扱ったタイプの用例は本章では省略した．

調査した例文のうち 1種類（自動詞からの間接受身）を除いては／trgv／を用いた受動

表現が可能であった．しかし，これまでも述べた通り，一般には（例 19a）よりも／trgv/

を用いない（例 19b）のような能動文が選択されやすい．
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(19a) soophaat tr:w maanJaan c::>:m cる；）I]

（人名） （人名） 踏む 足

くソパートはマンヤーンに足を踏まれた＞

(19b) maanjaan C::l;)ll C~；） I] soophaat 

（人名） 踏む 足 （人名）

くマンヤーンはソパートの足を踏んだ＞

なかでも不利益を表わす（例 19a)（例 20)（例 21)は自然と考えられるが，（例 22)

（例 23)（例 24）はあまり用いられないようである．

(20) soophaat tr;)V maanjaan luoc kaaboop loj 

（人名） （人名） 盗む 財布

くソパートはマンヤーンに財布を盗まれた＞

(21) kaaboop loj tf;)Y soophaat luoc 

財布 （人名） 盗む

く財布が（ソパートに）盗まれた＞

(22) ?aake;) tm;)j trnv soophaat b::> saaIJ 

建物 新しい （人名） 建設する

く新しいビルが（ソパートによって）建てられた＞

(23) n~v ！~；） c:iJlcbIJ komnuu tf;)V kとe

で上壁絵

く壁に絵が掛けられている＞

人

k

く

白

置

(24) soophaat立型

（人名）

maanjaan prap th a a 

tr::>::>bp t~v 

（人名）

ptE;)h VWJ1 

告げる と

t;)V 

帰る 行く 家 戻る 行く

くソパートはマンヤーンに「家に帰れ」と言われた＞

日本語では受動表現を用いるがクメール語では許容されないものは，自動詞からの

間接受身く私は赤ん坊に泣かれた＞であり，（例 25）のような表現のみが可能であっ

た．

(25) jむpffi;)Jl koon IJaet jom baan ce;) kJ1om deek 

昨夜 赤ん坊 泣く それで 私 寝る

m田n I:ik 

ない 眠れる
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クメール語の受動表現について

く昨日の夜，赤ん坊が泣いたのでちっとも眠れなかった＞

7.おわりに

以上，本稿ではクメール語の受動表現について，先行研究にもとづき， 1 ）受動表

現が存在するか， 2）どのような構文が可能か， 3）どのような制限があるか，につ

いて考察した．第l，第2の点については，本稿で収集した用例をみても，福田(1976),

坂本 (1988),Nomura (1992）の示す通り，現代のクメール語では受動表現が存在し，

［受動動詞／trnv／十N （動作主） +v c動作）］という構文が可能であると考えられる．

第3点については，坂本(1988）の示すように不利益を表わす場合のみに制限される，

とは言えない例も見られるものの，今回調査した文学作品中の例からは，福田 (1976)

が示すほど近年受動表現の許容度が高くなっているとは考えられなかった．

今回の調査では文学作品という限定された資料から用例を収集したため，より多く

の資料から／trnv／を用いた受動表現の使用実態について調査をすることが今後の課題

である．
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